
 
本書は製品とともに大切に保管してください 

 
 

 

NE3701-101/102/103 
増設コプロセッサーボード 

ユーザーズガイド 
 
 

まえがき 
 このたびは、NE3701-101/102/103 増設コプロセッサーボードをお買い上げいただきまことにありがとう

ございます。 
 
 本書は、NE3701-101/102/103 増設コプロセッサーボード（以下「本製品」と呼びます）を正しく、安全

に設置、使用するための手引きです。本製品を取り扱う前に必ずお読みください。また、本製品を使用する

上でわからないこと、不具合が起きたときにもぜひご利用ください。本書は、必要な時にすぐに参照できる

ように必ずお手元に保管してください。 
 
 
 本製品を取り付ける基本処理装置（以下「本体装置」と呼びます）の取り扱いについての説明は、本体装

置に添付のユーザーズガイドを参照してください。また、本製品を取り扱う前に「使用上のご注意」、「取り

扱い上のご注意」を必ずお読みください。 
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商標について 
 
Linuxは Linus Torvalds 氏の日本およびその他の国における登録商標または商標です。 
Intel、インテル、Intel Xeon、Xeon Phi は、米国およびその他の国における Intel Corporation の登録商標また

は商標です。 
Red Hat および Red Hat Enterprise Linuxは、米国およびその他の国における Red Hat 社の登録商標です。 
記載の会社名および商品名は各社の登録商標または商標です。 
Microsoft、Windows、Windows Server、.NET は米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国におけ

る登録商標または商標です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ご注意 
 
（１） 本書の内容の一部または全部を無断転載することは禁止されています。 
（２） 本書の内容に関しては将来予告なしに変更することがあります。 
（３） ＮＥＣの許可なく複製・改変などを行うことはできません。 
（４） 本書は内容について万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点や誤り、記載もれなどお気づきのことが

ありましたら、お買い求めの販売店にご連絡ください。 
（５） 運用した結果の影響については（４）項にかかわらず責任を負いかねますのでご了承ください。 
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このユーザーズガイドは、必要なときすぐに参照できるように必ずお手元に保管してください。 
「使用上のご注意」および「取り扱い上のご注意」を必ずお読みください。 

 

使用上のご注意  ～ 必ずお読みください ～ 
 

本製品を安全に正しくご使用になるために必要な情報が記載されています。また、本文中の名称に

ついては、本書の「各部の名称と機能」の項をご参照ください。 
 

安全にかかわる表示 
 

本書では危険の程度を表す言葉として、｢警告｣と｢注意｣という用語を使用しています。それぞれの

用語は次のような意味を持つものとして定義されています。 
 

 
人が死亡する、または重傷を負うおそれがあることを示します。 

 
火傷や怪我などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあることを示します。 

 
表示は次の３種類の記号を使って表します。それぞれの記号は次のような意味を持つものものとし

て定義されています。 
 

 
注意の喚起 この記号は危険が発生するおそれがあることを表します。記号

の中の絵表示は危険の内容を図案化したものです。 

(例) 

 
(感電注意) 

 
行為の禁止 この記号は行為の禁止を表します。記号の中や近くの絵表示

は、してはならない行為の内容を図案化したものです。 

(例) 

 
(分解禁止) 

 
行為の強制 

この記号は行為の強制を表します。記号の中の絵表示は、しな

ければならない行為の内容を図案化したものです。危険を避け

るためにはこの行為が必要です。 

(例) 

 
(コードを抜く) 

 

注意 

警告
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注意の喚起 

 

 
行為の禁止 

 
特定しない一般的な禁止を示します。 

 
本製品を分解・修理・改造しないでください。感電や火災のおそれがあります。 

 
ぬれた手で触らないでください。感電するおそれがあります。 

 
行為の強制 

 
特定しない一般的な使用者の行為を指示します。説明に従った操作をしてください。 

 
本体装置の電源コードをコンセントから抜いてください。火災や感電のおそれがあります。 

 

 
特定しない一般的な注意・警告を示します。 

 
高温による傷害を負うおそれがあることを示します。 

 
感電のおそれがあることを示します。 

 
発煙または発火のおそれがあることを示します。 
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安全上のご注意 
 

本製品を安全にお使いいただくために、ここで説明する注意事項をよく読んでご理解し、安全にご

活用ください、記号の説明については巻頭の｢安全にかかわる表示｣の説明をご参照ください。 
 

 
  

 

人命に関わる業務や高度な信頼性を必要とする業務には使用しない 
本製品は、医療機器、原子力設備や機器、航空宇宙機器、輸送設備や機器など、人命に関わる設

備や機器および高度な信頼性を必要とする設備や機器などへの組み込みやこれら機器の制御な

どを目的とした使用は意図されておりません。これら設備や機器、制御システムなどに本製品を

使用した結果、人身事故、財産損傷などが生じても当社はいかなる責任も負いかねます。 
  

 

 

 

ご自分で分解、修理、改造はしない 
本書に記載されている場合を除き、絶対に分解したり、修理・改造を行ったりしないでください。

装置が正常に動作しなくなるばかりでなく、感電や火災の危険があります。故障の際はお買い求

めの販売店または保守サービス会社にご連絡ください。 

  

 

 

電源プラグを差し込んだまま取り扱わない 
本製品の取り付け／取り外しは、本体装置の電源を OFF にして、電源プラグをコンセントから

抜いて行ってください。たとえ電源を OFF にしても、電源コードを接続したまま装置内の部品

やケーブル／コネクタに触ると感電したり、ショートにより火災を起こしたりすることがありま

す。また、ぬれた手で本製品の取り付け・取り外しを行わないでください。故障するばかりでな

く、感電するおそれがあります。 
  

 

 

煙や異臭・異音がしたまま使用しない 
万一、煙・異臭・異音などが生じた場合は、ただちに電源を OFF にして電源コードをコンセン

トから抜いてください。その後、お買い求めの販売店または保守サービス会社にご連絡ください。   

そのまま使用すると火災の原因となります。 

  
 
 

 
 

  

 

 

 

ケーブル部を持って引き抜かない 
本体装置の電源コードなどを抜くときはコネクタ部分およびタブを持ってまっすぐに引き抜い

てください。ケーブル部分を持って引っ張ったりコネクタ部分に無理な力を加えたりするとケー

ブル部分が破損し、火災や感電の原因となります。 

  
 

<次頁に続く> 

警告

注意



 

– 6 – 

 

 
  

 

高温に注意する 
本体装置の電源を OFF にした直後は、装置内の部品が高温になっています。十分に冷めたこと

を確認してから取り付け／取り外しを行ってください。 
  

 

確実に接続する 
本製品を本体装置の PCI スロットに接続するときは、確実に差し込んでください。完全に差し

込まなかった場合、発煙や発火のおそれがあります。 

  

 

 

中途半端に差し込まない 
電源コードおよびケーブルは根本までしっかりと差し込んでください。中途半端に差し込むと接

触不良のため発熱し、火災の原因となることがあります。また差し込み部にほこりがたまり、水

滴などが付くと発熱し、火災の原因となるおそれがあります。 

  

 

 

ぬれた手で電源コードを持たない 
本製品の取り付け、取り外しの際は、ぬれた手で本体装置の電源コードの抜き差しをしないでく

ださい。感電するおそれがあります。 

  

 
 

 
 

 

指定以外の電源ケーブルを使用しない 
電源コードおよびケーブルは、指定するものを使用し、接続する装置やコネクタを確認した上で

接続してください。指定以外のケーブルを使用したり、接続先を誤ったりすると、ショートによ

り感電や火災を起こすことがあります。 
電源ケーブルの取り扱いや接続について次の注意をお守りください。 

・破損したケーブルを使用しない。 
・ケーブルを踏まない 
・ケーブルの上にものを載せない 
・ケーブルを改造・加工・修復しない 
 

電源ケーブルは、当社指定のものを使用し、接続先をよく確認した上で接続してください。 
  

 

 

腐食性ガスの存在する環境で使用または保管しない 
腐食性ガス（二酸化硫黄、硫化水素、二酸化窒素、塩素、アンモニア、オゾンなど）の存在する

環境に設置し、使用しないでください。また、ほこりや空気中に腐食を促進する成分（塩化ナト

リウムや硫黄など）や導電性の金属などが含まれている環境へも設置しないでください。装置内

部のプリント板が腐食し、故障および発煙・発火の原因となるおそれがあります。もしご使用の

環境で上記の疑いがある場合は、販売店または保守サービス会社にご相談ください。 
  

 

注意
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取り扱い上のご注意 ～本製品を正しく動作させるために～ 
 
本製品を使用するときに注意していただきたいことを次に示します。これらの注意を無視して、本

製品を使用した場合、資産(データやその他の装置)が破壊されるおそれがありますので必ずお守りく

ださい。 
 

n 本製品は大変静電気に弱い電子部品です。本体装置の金属フレーム部分などに触れて身体の静

電気を逃がしてから取り扱ってください。また、本製品の端子部分や部品を素手で触ったり、

直接机の上に置いたりしないでください。 
 
n 携帯電話やＰＨＳ、ポケットベルなどを近くで使用しないでください。電波による誤動作の原

因となります。 
 
n 本製品を落としたり物にぶつけたりしないでください、誤動作や故障するおそれがあります。 
 
n 本書に記載されている説明をよくお読みになり、正しく取り扱ってください。 
 
n 本体装置の PCIスロットにうまく本製品を取り付けられないときは、いったん本製品を取り外

してから取り付けなおしてください。過度の力を加えると破損するおそれがありますので注意

してください。 
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本書について 
 
本書は、NE3701-101/102/103 増設コプロセッサーボードを正しくセットアップし、使用できるようにする

ための手引きです。本製品を使用される前に本書をよくお読みになり、いつでも取り出せる場所に大切に保

管してください。本製品の移設の際は必ず本書も一緒に移設してください。 
 

n 本書は、Windows や Linux などのオペレーティングシステムやキーボード、マウスといった

一般的な入出力装置などの基本的な取り扱いについて十分な知識を持ったユーザーを対象と

して記載されています。 
 

本文中の記号 

本文中では次の 3 つの記号を使用しています。それぞれの意味を示します。(「安全にかかわる表示」

については 1 ページをご参照ください) 
 

 
本製品を取り扱う上で守らなければならない事柄や特に注意すべき点を示します。 

 
本製品を取り扱う上で確認しておく必要がある点を示します。 

 
知っておくと役に立つ情報や、便利なことなどを示します。 

 

重要 

ﾁｪｯｸ

ﾋﾝﾄ 
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梱包箱の中身について 
 
梱包箱の中には本製品以外に添付品が入っています。「2.構成品」を参照し、全ての添付品がそろっているこ

とを確認してください。万一、足りないものや破損しているものがあった場合には、本製品をご購入された

販売店にご連絡ください。 
 

保証について 
 
本製品には「保証書」が添付されています。「保証書」は販売店で所定事項を記入しお渡ししますので、記載

内容をご確認の上、大切に保管してください。保証期間中に故障した場合には、「保証書」の記載内容に基づ

き無償修理致します。保証後の修理については、ご購入された販売店もしくはご契約されている保守サービ

ス会社にご相談ください。 
 

製品寿命について 
 
本製品の製品寿命は５年です。本製品の交換については、本製品をご購入された販売店もしくはご契約され

ている保守サービス会社へご相談ください。 
 

第三者への譲渡について 
 
本製品を第三者に譲渡（または売却）する時には、必ず本書を含む全ての添付品をあわせて譲渡（または売

却）してください。 
ソフトウェアに関しては、譲渡した側は一切の複製物を所有しないでください。また、インストールした装

置から削除した後、譲渡してください。 
 

輸送について 
 
本製品を輸送する際は、「2.構成品」を参考に本体装置から本製品を取り出し、本製品とすべての添付品を購

入時の梱包箱に入れてください。 
 

データの保管について 
 
オペレータの操作ミス、衝撃や温度変化等による装置の故障によってデータが失われる可能性があります。

万一に備えて、ハードディスクドライブに保存されている大切なデータは、定期的にバックアップを行って

ください。 
 

廃棄について 
 
本製品の廃棄については、各自治体の廃棄ルールに従って分別廃棄して下さい。詳しくは、各自治体にお問

い合わせ下さい。 
 

 
 

■ ハードディスクドライブやバックアップデータカートリッジ、フロッピ

ーディスク、その他書き込み可能なメディア(ＣＤ－Ｒ／ＣＤ－ＲＷな

ど)に保存されているデータは、第三者によって復元や再生、再利用さ

れないようお客様の責任において確実に処分してから廃棄してくださ

い。個人のプライバシーや企業の機密情報を保護するために十分な配慮

が必要です。 

 

重要
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1. 本製品について 
 
1-1. 仕様 

項目 NE3701-101 NE3701-102 NE3701-103 

インテル プロセッサー・ナンバー 7120P 5110P 3120P 
コア数 61 60 57 
動作周波数 1238 MHz 1053 MHz 1100 MHz 
メモリーサイズ 16 GB 8 GB 6 GB 
メモリーチャネル数 16 16 12 
最大メモリー帯域幅 352 GB/s 320 GB/s 240 GB/s 
コネクタ形状 PCI Express x16 (PCI Express 2.0 準拠) 
冷却方式 Passive 
外形寸法 120.02mm(幅)×247.98mm(奥行)×38.67mm(高さ) 
重量 1.2kg 
動作電圧 PCI Express 3.3V/12V 
消費電力 最大 300W 最大 225W 最大 300W 

動作環境 
動作時 温度  0 ～ 45℃ 

湿度  0 ～ 90% (結露しないこと) 

保管時 温度  0 ～ 70℃ 
湿度  0 ～ 90% (結露しないこと) 

 
 
1-2. 本製品の特徴 

NE3701-101/102/103 増設コプロセッサーボードは Express5800 シリーズ専用の増設用コプロセッ

サー(インテル® Xeon Phi™ コプロセッサー)です。本製品はインテル® Many Integrated Core 
Architecture に基づいた PCI カードタイプのコプロセッサーであり、16 レーンの PCI EXPRESS 2.0
に対応しています。 
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2. 構成品 
 

梱包箱には次のものが入っています。万一、不足や破損しているものがありましたら、本製品を購入

された販売店にご連絡ください。 
 

項 品名 数量 備考 
1 増設コプロセッサーボード 1 本体 
2 ユーザーズガイド 1 本紙 
3 Software Stack DVD 1 DVD 
4 保証書 1  
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3. 関連文書 
 
3-1. ドキュメント 

Software Stack DVD には関連文書として次のものが入っています。必要に応じて参照してください。 

Linux向け: 
名称 ファイル名 内容 

Intel® Manycore Platform Software 
Stack README (Linux) 

readme.txt MPSS のインストール方法 

Intel®  Manycore Platform Software 
Stack User’s Guide 

MPSS_Users_Guide.pdf MPSS の設定方法 

SCIF For Intel® Xeon Phi™ Product 
Family Users Guide 

SCIF_UserGuide.pdf SCIF の説明 

Windows 向け: 
名称 ファイル名 内容 
Intel® Manycore Platform Software 
Stack README (Windows) 

readme-windows.pdf MPSS のインストール方法 

Intel® Manycore Platform Software 
Stack User’s Guide (Windows) 

MPSS_Users_Guide-windows.pdf MPSS の設定方法 

 
また、本製品についてのさらなる技術情報が必要な場合は、別途ダウンロードできる次のドキュメン

トを参照してください。ドキュメントのダウンロード方法につきましてはインテル社の Web サイトを

参照してください。 

名称 内容 

Intel® Xeon Phi™ Product Brief 本製品の製品概要 

Intel® Xeon Phi™ Coprocessor Datasheet 本製品の諸元 
Intel® Xeon Phi™ Coprocessor  
End User Software Configuration Tools User Guide MPSS に含まれるツールの利用ガイド 

Intel® Xeon Phi™ Coprocessor  
System Software Developer’s Guide 本製品向けのソフトウェア開発のための開発ガイド 

 
次のドキュメントを参照される場合、以下の点に注意してお読みください。 

n Intel® Manycore Platform Software Stack README (Linux) 
Ø 本製品はホスト上のオペレーティングシステムとして Red Hat® Enterprise Linux® 6.3 およ

び 6.4 のみをサポートしております。Red Hat Enterprise Linuxの他のバージョンや、SuSE 
Linux Enterprise Server を使用される場合はお客様の責任においてご使用ください。 

n Intel® Manycore Platform Software Stack README (Windows) 
Ø 本製品はホスト上のオペレーティングシステムとして Microsoft® Windows Server® 2008 

R2 SP1 Enterprise Editionのみをサポートしております。Windows の他のバージョンを使

用される場合はお客様の責任においてご使用ください。 

n Intel® Xeon Phi™ Coprocessor Datasheet 
Ø Extender Bracket と固定用のネジ 4 本は本製品には添付されません。 
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3-2. ソフトウェア 
本製品を使用するためには、本製品に添付の Software Stack DVD に含まれているソフトウェアスタッ

ク(以降、MPSS と記載)をインストールして頂く必要があります。MPSS には本製品のドライバ、フ

ァームウェア、ツール、ドキュメントが同梱されています。 

n Intel® Many Integrated Core Architecture Platform Software Stack (MPSS) 

また、お客様の用意されたプログラムを本製品上で動作するようにコンパイルするためには、インテ

ル社製のコンパイラを購入していただく必要があります (本製品では、本製品向けにコンパイルされ

たプログラムのみを実行することができます)。 
 

3-3. 最新版 
本書は作成日時点の情報をもとに作られており、画面イメージ、メッセージ、または手順などが実際

のものと異なるときがあります。 変更されているときは適宜読み替えてください。 

また、本文書などのドキュメントや MPSS などのソフトウェアが更新されている場合、次の Web サ

イトから最新版をダウンロードすることができます。 

http://www.nec.co.jp/products/pcserver/manycore/support/index.shtml 

http://www.nec.co.jp/products/pcserver/manycore/support/index.shtml
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4. 各部の名称と機能 
 

 
 
 
 
 

(1) PCI Express コネクタ 
本体装置内部の PCIスロットと接続する端子。 

 
(2) 6 極電源コネクタ 

6 極の補助電源コネクタ。 
 

(3) 8 極電源コネクタ 
8 極の補助電源コネクタ。 

 

(1)  (3) (2)  
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5. セットアップ手順 Linux 編 
 
次の手順に従って本製品のセットアップを行います。 
本製品を新規にセットアップする場合、本製品を増設/交換する場合、MPSS をアップグレードする場合で手

順が異なりますのでご注意ください。 

 
 
本製品の新規セットアップを行う場合： 

5-1-1. 本製品の取り付け →20 ページ 
本体装置に本製品を取り付けます。 

 

5-1-2. OS の設定 →22 ページ 
OS の設定を行います。 

 

5-1-3. MPSS パッケージの準備 →23 ページ 
MPSS パッケージを準備します。 

 

5-1-4. MPSS のインストール →23 ページ 
本体装置に MPSS をインストールします。 

 

5-1-5. MPSS の初期設定 →24 ページ 
MPSS の初期設定を行います。 

 

5-1-6. フラッシュのアップデート →24 ページ 
本製品上のフラッシュをアップデートします。 

 

5-1-7. MPSS サービスの起動 →24 ページ 
MPSS サービスを起動します。 

 

5-1-8. 動作状態の確認 →25 ページ 
本製品が正常にインストールされているかを確認します。 

 

5-1-9. OFED のインストール (オプション) →26 ページ 
本体装置に MPSS の OFED サポートをインストールします。 

 

5-1-10. RAS スタックのインストール (オプション)  →27 ページ 
本体装置にメニーコアサーバ RAS スタックインストールします。 
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本製品を増設/交換する場合： 

5-2-1. 増設/交換の前に →28 ページ 
本製品を増設/交換する前の準備を行います。 

 

5-2-2. 本製品の増設/交換 →28 ページ 
本体装置に本製品を取り付けます。 

 

5-2-3. MPSS の初期設定 →30 ページ 
MPSS の初期設定を行います。 

 

5-2-4. フラッシュのアップデート →30 ページ 
本製品上のフラッシュをアップデートします。 

 

5-2-5. MPSS サービスの起動 →30 ページ 
MPSS サービスを起動します。 

 

5-2-6. 動作状態の確認 →31 ページ 
本製品が正常にインストールされているかを確認します。 
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MPSS をアップグレードする場合： 

 
 
 
 
 

5-3-1. MPSS のアンインストール →32 ページ 
本体装置の MPSS をアンインストールします。 

 

5-3-2. OFED のアンインストール →33 ページ 
本体装置の OFED をアンインストールします。 

 

5-3-3. SSH 認証情報の削除 →33 ページ 
本体装置の SSH 認証情報を削除します。 

 

5-1-4. MPSS のインストール →23 ページ 
本体装置に MPSS をインストールします。 

 

5-1-5. MPSS の初期設定 →24 ページ 
MPSS の初期設定を行います。 

 

5-1-6. フラッシュのアップデート →24 ページ 
本製品上のフラッシュをアップデートします。 

 

5-1-7. MPSS サービスの起動 →24 ページ 
MPSS サービスを起動します。 

 

5-1-8. 動作状態の確認 →25 ページ 
本製品が正常にインストールされているかを確認します。 

 

5-1-9. OFED のインストール (オプション) →26 ページ 
本体装置に MPSS の OFED サポートをインストールします。 

 

5-1-10. RAS スタックのインストール (オプション)  →27 ページ 
本体装置にメニーコアサーバ RAS スタックインストールします。 
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5-1. 本製品の新規セットアップを行う場合 

5-1-1. 本製品の取り付け 

 
 
 

  

 

 

電源プラグを差し込んだまま取り扱わない 
本体装置に取り付ける際は、本体装置のユーザーズガイドをよくお読みになり、電源プラグをコ

ンセントから抜いて作業してください。また、ぬれた手で電源コードの抜き差しをしないでくだ

さい。故障の原因となるばかりか感電するおそれがあります。 
電源プラグはプラグ部をもって引き抜いてください。コード部分を持って引き抜くと、コードの

被覆が破損し、漏電や感電のおそれがあります。 
  

 
 
 

  

 

高温に注意する 
本体装置の電源を OFF にした直後は、装置内の部品が高温になっています。十分に冷めたこと

を確認してから取り付け／取り外しを行ってください。 
  

 

確実に接続する 
本体装置に取り付ける際は確実に接続してください。中途半端に取り付けると接触不良を起こ

し、発煙や発火の原因となるおそれがあります。 
  

 
 

次に示す手順に従って本製品を本体装置に取り付けます。 
 

１. 本体装置の電源が OFF (POWER ランプ消灯)になっていることを確認し、電源プラグをコンセ

ントから引き抜きます。 
 

 

n 本体装置の電源が ON (POWER ランプ点灯)になっている場合は、各オ

ペレーティングシステムの電源 OFF の処理を行った後、本体装置の電

源を OFF にしてください。 

 
２. 本体装置のユーザーズガイドに従って本体装置のカバーや部品を取り外します。 

 
３. 本体装置のユーザーズガイドに従って PCIスロットへ本製品を取り付けます。 

 

 

n 6 極電源コネクタと 8 極電源コネクタは、本体装置に付属の電源ケー

ブルで必ず両方とも本体装置と接続してください。 

 

 
 

n PCI Express カードの取り付け・取り外し方法、PCI スロットの位置

は本体装置により異なりますので必ず本体装置のユーザーズガイドを

お読みください。 

n 本体装置の PCI スロットにうまく本製品を取り付けられないときは、

いったん本製品を取り外してから取り付けなおしてください。過度の

力を加えると破損するおそれがありますので注意してください。 

 
４. 2.で取り外した本体装置のカバーや部品を取り付けます。 

 
５. 本体装置の電源コードをコンセントに接続します。 

警告 

注意

重要 

ﾁｪｯｸ

重要 
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６. 本体装置のユーザーズガイドに従って本体装置の電源を ON にし、オペレーティングシステム

を立ち上げます。 
 

７. オペレーティングシステム上で搭載した数だけ本製品が認識されていることを確認します。 

次のコマンドを打ち込んでデバイス数を確認します (表示される文字列はコプロセッサーの種

類によって異なります)。 

$ lspci | grep Co-processor 
02:00.0 Co-processor: Intel Corporation Device 2250 (rev 11) 
84:00.0 Co-processor: Intel Corporation Device 2250 (rev 11) 

 

 

n うまく認識されないときは、いったん本製品を取り外してから取り付

けなおしてください。過度の力を加えると破損するおそれがあります

ので注意してください。 

 

ﾁｪｯｸ
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5-1-2. OS の設定 

以下の操作は、全てオペレーティングシステム上の root 権限で行ってください。 
 

１. オペレーティングシステムの SELinuxの設定を無効にします。 

(1) 次のコマンドで SELinux の設定を確認します。結果が Disabled だった場合、(2),(3),(4)の
手順はスキップします。 

$ getenforce  
Enforcing 

 
(2) 先のコマンドの結果が Enforcing または Permissive だった場合、次のコマンドで設定を無

効にします。 

$ setenforce 0 
 
(3) /etc/selinux/config を編集して、”SELINUX=”の行を disabled と書き換えます。 

# This file controls the state of SELinux on the system. 
# SELINUX= can take one of these three values: 
#     enforcing - SELinux security policy is enforced. 
#     permissive - SELinux prints warnings instead of enforcing. 
#     disabled - No SELinux policy is loaded. 
SELINUX=disabled 
 
# SELINUXTYPE= can take one of these two values: 
#     targeted - Targeted processes are protected, 
#     mls - Multi Level Security protection. 
SELINUXTYPE=targeted 

 
(4) オペレーティングシステムを再起動します。 
 

２. 依存パッケージをインストールします。 

以下のコマンドで依存パッケージをインストールします。 

$ yum install rpm-build libstdc++-devel gcc-gfortran libsysfs ¥ 
redhat-rpm-config tcl tk libtool bison flex zlib-devel gcc-c++ ¥ 
tcl-devel kernel-devel glibc-devel.i686 libstdc++-devel.i686 

 
３. SSH の鍵生成を行います。 

本製品に SSH アクセスする全てのユーザーに対して、次のコマンドで SSH の鍵生成を行う必

要があります。コプロセッサーボードの交換時や増設時など、既に SSH の鍵生成が行われて

いる場合、本手順は不要です。 

$ ssh-keygen  
Generating public/private rsa key pair. 
Enter file in which to save the key (/root/.ssh/id_rsa): [ENTER] 
Enter passphrase (empty for no passphrase): [ENTER] 
Enter same passphrase again: [ENTER] 

 
 
 

n この例では passphrase を空に設定していますが、セキュリティを強

化したい場合は passphrase を入力してください。その場合、本製品

に SSH アクセスするたびに passphrase を入力する必要があります。 

 
 
 

ﾋﾝﾄ
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5-1-3. MPSS パッケージの準備 

１. MPSS パッケージを用意します。 

Software Stack DVD を用意するか、Web サイト(参照: 3-3. 最新版) から MPSS 3.2 パッケー

ジを入手します。 

 

n Software Stack DVD を使用する場合、別途USB 外付 DVD-ROM ドラ

イブが必要です。USB 外付 DVD-ROM ドライブがない場合、本体装置

のリモート KVM 機能で代用することもできます。リモート KVM 機能

の使用方法については、本体装置のユーザーズガイドを参照してくだ

さい。 

 

 

 

n Software Stack DVD を使用する場合、MPSS パッケージは以下の場所

に格納されています。 

<DVD のパス>/MPSS/RHEL6.3   (RHEL6.3 の場合) 

<DVD のパス>/MPSS/RHEL6.4   (RHEL6.4 の場合) 

 

２. MPSS パッケージを本体装置に展開します。 

 (a) お使いのオペレーティングシステムが RHEL6.3 の場合 

$ cd /tmp 
$ tar xvf <パス名>/mpss-3.2-rhel-6.3.tar 

 
(b) お使いのオペレーティングシステムが RHEL6.4 の場合 

$ cd /tmp 
$ tar xvf <パス名>/mpss-3.2-rhel-6.4.tar 

 

 

5-1-4. MPSS のインストール 

以下の操作は、全てオペレーティングシステム上の root 権限で行ってください。 
 

１. MPSS をリビルドします。 (RHEL 6.4 の場合) 

Linux インストレーションガイドに従ってカーネルにパッチを適用している場合、カーネ

ルモジュールをリビルドします。 

 

n カーネルモジュールのリビルドには、お使いのカーネルのバージョン

に対応したkernel-headerパッケージがインストールされている必要が

ありますので、事前にご確認ください。 

n RHEL 6.3 をお使いの場合でも、カーネルにパッチを適用している

場合は同様の手順でカーネルモジュールをリビルドしてくださ

い。 

 

$ cd /tmp/mpss-3.2/src 
$ rpmbuild --rebuild mpss-modules-*.el6.src.rpm 
$ cd .. 
$ mkdir org 
$ mv mpss-modules-{dev-,}2*.x86_64.rpm org 
$ cp ~/rpmbuild/RPMS/x86_64/mpss-modules-*.x86_64.rpm ./ 

 

ﾁｪｯｸ

ﾁｪｯｸ

ﾋﾝﾄ
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２. MPSS をインストールします。 

次のコマンドで MPSS をインストールします。 

$ cd /tmp/mpss-3.2 
$ yum install *.rpm 

 
 
5-1-5. MPSS の初期設定 

１. MPSS の設定ファイルを作成します。 

次のコマンドで設定ファイルを作成します。 

$ modprobe mic 
$ micctrl --initdefaults 

 
 

 

n お客様固有の環境に合わせた設定は、MPSS パッケージに含まれる

「 Intel® Manycore Platform Software Stack User’s Guide 」

(MPSS_Users_Guide.pdf)を参照して行ってください。 

 
 
5-1-6. フラッシュのアップデート 

１. フラッシュをアップデートします。 

micflashコマンドを使用して本製品上のフラッシュをアップデートします。 

$ micflash -update -device all 
 

２. オペレーティングシステムを再起動します。 
 

 
5-1-7. MPSS サービスの起動 

１. MPSS サービスを開始します。 

次のコマンドで MPSS サービスを開始します。 

$ service mpss start 

次回起動以降も自動的に MPSS サービスを開始するには、以下の設定を行います (推奨)。 

$ chkconfig mpss on 
 

２. 本製品のハードウェア・エラー記録の設定を有効化します。 

次のコマンドで有効化します。 

$ service micras start 

次回起動以降も自動的に MICRAS サービスを開始するには、以下の設定を行います (推奨)。 

$ chkconfig micras on 
 

ﾋﾝﾄ
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5-1-8. 動作状態の確認 

本製品が正常に動作しているかどうかを確認します。次のコマンドの結果が Status: OK であれば正

常に動作しています。正常に動作していない場合、「5-1-2. OSの設定」以降のインストール手順を

確認し、再度インストールを行ってください。 

$ miccheck 

MicCheck 3.2-r1 

Copyright 2013 Intel Corporation All Rights Reserved 

 

Executing default tests for host 

  Test 0: Check number of devices the OS sees in the system ... pass 

  Test 1: Check mic driver is loaded ... pass 

  Test 2: Check number of devices driver sees in the system ... pass 

  Test 3: Check mpssd daemon is running ... pass 

Executing default tests for device: 0 

  Test 4 (mic0): Check device is in online state and its postcode is FF ... pass 

  Test 5 (mic0): Check ras daemon is available in device ... pass 

  Test 6 (mic0): Check running flash version is correct ... pass 

Executing default tests for device: 1 

  Test 7 (mic1): Check device is in online state and its postcode is FF ... pass 

  Test 8 (mic1): Check ras daemon is available in device ... pass 

  Test 9 (mic1): Check running flash version is correct ... pass 

 

Status: OK 
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5-1-9. OFED のインストール (オプション) 

同じ本体装置上で本製品と「NE3703-301/302 1/2port FDR InfiniBand HCA」を組み合わせて使用さ

れる場合は、以下の手順に従って MPSS OFED サポートのインストールを行います。 
 
１. OFED 1.5.4.1 パッケージを用意します。 

OFED 1.5.4.1 パッケージは「NE3703-301/302 1/2port FDR InfiniBand HCA」に同梱されてい

るディスクに含まれています。 
 

２. OFED パッケージを展開してインストールします。 

$ tar zxvf OFED-1.5.4.1.tgz 
$ cd OFED-1.5.4.1 
$ perl install.pl 

インストール手続きの中で、以下の選択をします。 

l Option 2 (Install OFED Software)を選択 

l Option 4 (Customize)を選択 
Ø Install kernel-ib? [y/N] で N を入力 
Ø Install kernel-ib-devel? [y/N] で N を入力 
Ø Install Install dapl? [y/N] で N を入力 
Ø Install Install dapl-devel? [y/N] で N を入力 
Ø Install Install dapl-devel-static? [y/N] で N を入力 
Ø Install Install dapl-utils? [y/N] で N を入力 
Ø Install Install dapl-debuginfo? [y/N] で N を入力 
Ø Install 32-bit packages? [y/N] で N を入力 
Ø それ以外のパッケージは全て Y を入力 

Ø Please enter the OFED installation directory に Enter を入力 

l Please choose an implementation of MVAPICH2 に 1 を入力 

l Enable ROMIO support [Y/n]で Y を入力 

l Enable shared library support [Y/n]で Y を入力 

l Enable Checkpoint-Restart support [y/N]で N を入力 
 

３. MPSS OFED サポートをインストールします。 
 

 
 

n MPSS OFED サポートはコプロセッサーから直接 Infiniband 通信を行

いたい場合のみインストールしてください。 

n MPSS OFED サポートをインストールすることで、MVAPICH / 
MVAPICH2 などOFED に付属する機能の一部が使用できなくなること

があります。 

 
以下、お使いのオペレーティングシステムによって手順が異なります。 

(a) お使いのオペレーティングシステムが RHEL6.3 の場合 

$ cd /tmp/mpss-3.2 
$ rpm -U ofed/*.rpm 

 

ﾋﾝﾄ



新規セットアップを行う(Linux) 

– 27 – 

 
(b) お使いのオペレーティングシステムが RHEL6.4 の場合 

Linux インストレーションガイドに従ってカーネルにパッチを適用している場合、事前に

カーネルモジュールのリビルドが必要となります。 

$ cd /tmp/mpss-3.2/src 
$ rpmbuild --rebuild ofed-driver-*.src.rpm 
$ cd .. 
$ mkdir -p org 
$ mv ofed/ofed-driver* org 
$ mv ~/rpmbuild/RPMS/x86_64/ofed-driver* ofed 

リビルド後、インストールを行います。 

$ rpm -U ofed/*.rpm 
 

４. Infiniband のネットワーク設定を行います。 

NE3703-301/302 1/2port FDR Infiniband HCA のユーザーズガイドを参照して、Infiniband のネ

ットワーク設定ファイルの確認/作成/編集を行ってください。 
 

５. 使用モジュールの設定を行います。 

$ sed -i.org -e "s/QIB_LOAD=yes/QIB_LOAD=no/" /etc/infiniband/openib.conf 
 

６. オペレーティングシステムを再起動します。 
 

７. IB and HCA サービスを開始します。 

$ service ofed-mic start 

次回起動以降も自動的に IB and HCA サービスを開始するには、以下の設定を行います。 

$ chkconfig ofed-mic on 
 

 
5-1-10. RAS スタックのインストール (オプション) 

Software Stack DVD に同梱されている「メニーコアサーバ RAS スタック 1.0 ユーザーズガイド」

に従って本体装置にESMPRO/ServerAgentとメニーコアサーバRASスタックをインストールしま

す。 

 
 

n メニーコアサーバRAS スタックをインストールすることで、コプロ

セッサーボードで発生した障害を ESMPRO/ServerManager に通報

できるようになります。 

 

ﾋﾝﾄ
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5-2. 本製品を増設/交換する場合 

5-2-1. 増設/交換の前に 

以下の操作は、全てオペレーティングシステム上の root 権限で行ってください。 
 

１. MPSS サービスの自動起動を停止します。 

次のコマンドで MPSS サービスの自動起動を停止します。 

$ chkconfig micras off 
$ chkconfig mpss off 

 

MPSS OFED サポートをインストールされている場合は、関連サービスの自動起動も停止しま

す。 

$ chkconfig mpxyd off 
$ chkconfig ofed-mic off 
$ chkconfig openibd off 

 

２. 本体装置を電源 OFF します。 

 

5-2-2. 本製品の増設/交換 

 
 
 

  

 

 

電源プラグを差し込んだまま取り扱わない 
本体装置に取り付ける際は、本体装置のユーザーズガイドをよくお読みになり、電源プラグをコ

ンセントから抜いて作業してください。また、ぬれた手で電源コードの抜き差しをしないでくだ

さい。故障の原因となるばかりか感電するおそれがあります。 
電源プラグはプラグ部をもって引き抜いてください。コード部分を持って引き抜くと、コードの

被覆が破損し、漏電や感電のおそれがあります。 
  

 
 
 

  

 

高温に注意する 
本体装置の電源を OFF にした直後は、装置内の部品が高温になっています。十分に冷めたこと

を確認してから取り付け／取り外しを行ってください。 
  

 

確実に接続する 
本体装置に取り付ける際は確実に接続してください。中途半端に取り付けると接触不良を起こ

し、発煙や発火の原因となるおそれがあります。 
  

 
次に示す手順に従って本製品を本体装置に増設または交換します。 

 

警告 

注意
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１. 本体装置の電源が OFF (POWER ランプ消灯)になっていることを確認し、電源プラグをコンセ

ントから引き抜きます。 
 

 

n 本体装置の電源が ON (POWER ランプ点灯)になっている場合は、各オ

ペレーティングシステムの電源 OFF の処理を行った後、本体装置の電

源を OFF にしてください。 

 
２. 本体装置のユーザーズガイドに従って本体装置のカバーや部品を取り外します。 

 
３. 本体装置のユーザーズガイドに従って本製品を増設または交換します。 

 

 

n 6 極電源コネクタと 8 極電源コネクタは、本体装置に付属の電源ケー

ブルで必ず両方とも本体装置と接続してください。 

 

 
 

n PCI Express カードの取り付け・取り外し方法、PCI スロットの位置

は本体装置により異なりますので必ず本体装置のユーザーズガイドを

お読みください。 

n 本体装置の PCI スロットにうまく本製品を取り付けられないときは、

いったん本製品を取り外してから取り付けなおしてください。過度の

力を加えると破損するおそれがありますので注意してください。 

 
４. 2.で取り外した本体装置のカバーや部品を取り付けます。 

 
５. 本体装置の電源コードをコンセントに接続します。 

 
６. 本体装置のユーザーズガイドに従って本体装置の電源を ON にし、オペレーティングシステム

を立ち上げます。 
 

７. オペレーティングシステム上で搭載した数だけ本製品が認識されていることを確認します。 

次のコマンドを打ち込んでデバイス数を確認します (表示される文字列はコプロセッサーの種

類によって異なります)。 

$ lspci | grep Co-processor 
02:00.0 Co-processor: Intel Corporation Device 2250 (rev 11) 
84:00.0 Co-processor: Intel Corporation Device 2250 (rev 11) 

 

 

n うまく認識されないときは、いったん本製品を取り外してから取り付

けなおしてください。過度の力を加えると破損するおそれがあります

ので注意してください。 

 

重要 

ﾁｪｯｸ

ﾁｪｯｸ

重要 
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5-2-3. MPSS の初期設定 

１. MPSS の設定ファイルを更新します。 

次のコマンドで設定ファイルを更新します。 

$ micctrl --initdefaults 
 

 

 

n お客様固有の環境に合わせた設定は、MPSS パッケージに含まれる

「 Intel® Manycore Platform Software Stack User’s Guide 」

(MPSS_Users_Guide.pdf)を参照して行ってください。 

 
5-2-4. フラッシュのアップデート 

１. フラッシュをアップデートします。 

micflashコマンドを使用して本製品上のフラッシュをアップデートします。 

$ micflash -update -device all 
 

 
 

n micflash コマンドに”-device all”を指定することで、本体装置に搭載さ

れているすべてのコプロセッサーにアップデートが適用されます。 

n 増設/交換を行ったコプロセッサー一台に対してアップデートを行い

たい場合も、通常は”-device all”を指定して問題ありません。 

n 個別のコプロセッサーに対してアップデートを行いたい場合、”-device 
all”の替わりに”-device 0”(SXB3 スロットのコプロセッサー)、”-device 
1”(同 SXB4 スロット)と指定します。 

 
２. オペレーティングシステムを再起動します。 

 
 
5-2-5. MPSS サービスの起動 

１. MPSS サービスを開始します。 

次のコマンドで MPSS サービスを開始します。 

$ service mpss start 

次回起動以降も自動的に MPSS サービスを開始するには、以下の設定を行います。(推奨) 

$ chkconfig mpss on 
 

２. 本製品のハードウェア・エラー記録の設定を有効化します。 

次のコマンドで有効化します。 

$ service micras start 

次回起動以降も自動的に MICRAS サービスを開始するには、以下の設定を行います。(推奨) 

$ chkconfig micras on 
 

ﾋﾝﾄ

ﾋﾝﾄ
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３. MPSS OFED サポートを有効化します。 

MPSS OFED サポートをインストールしている場合は、次のコマンドで有効化します。 

$ service openibd start 
$ service ofed-mic start 
$ service mpxyd start 

 

次回起動以降も自動的に OFED サポートを開始するには、以下の設定を行います。 

$ chkconfig openibd on 
$ chkconfig ofed-mic on 
$ chkconfig mpxyd on 

 
 
5-2-6. 動作状態の確認 

本製品が正常に動作しているかどうかを確認します。次のコマンドの結果が Status: OK であれば正

常に動作しています。正常に動作していない場合、「5-2-3. MPSS の初期設定」以降のインストール

手順を確認し、再度インストールを行ってください。 

$ miccheck 

MicCheck 3.2-r1 

Copyright 2013 Intel Corporation All Rights Reserved 

 

Executing default tests for host 

  Test 0: Check number of devices the OS sees in the system ... pass 

  Test 1: Check mic driver is loaded ... pass 

  Test 2: Check number of devices driver sees in the system ... pass 

  Test 3: Check mpssd daemon is running ... pass 

Executing default tests for device: 0 

  Test 4 (mic0): Check device is in online state and its postcode is FF ... pass 

  Test 5 (mic0): Check ras daemon is available in device ... pass 

  Test 6 (mic0): Check running flash version is correct ... pass 

Executing default tests for device: 1 

  Test 7 (mic1): Check device is in online state and its postcode is FF ... pass 

  Test 8 (mic1): Check ras daemon is available in device ... pass 

  Test 9 (mic1): Check running flash version is correct ... pass 

 

Status: OK 
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5-3. MPSS をアップグレードする場合 

 

 

n 以下の記載では、お使いの MPSS を MPSS 3.2 にアップグレードする

手順について説明します。Web から最新版の MPSS をダウンロードし

てインストールする場合は、そちらに付属するマニュアルに従ってイ

ンストールしてください。 

n 本製品でサポートされる最新の MPSS については「3-3. 最新版」を参

照してください。 

 

5-3-1. MPSS のアンインストール 

１. MPSS のバージョンを確認します。 

MPSS Version として表示される数字の一文字目を確認します。 

$ PATH=/opt/intel/mic/bin:$PATH micinfo | grep “MPSS Version” 
        MPSS Version  : 2.1.6720-15   (一文字目が 2で始まる例) 

 

$ PATH=/opt/intel/mic/bin:$PATH micinfo | grep “MPSS Version” 
        MPSS Version               : 3.2             (一文字目が 3で始まる例) 

 

２. MPSS を停止します。 

MPSS OFED をインストールされている場合、先に関連サービスを停止します。 

$ service mpxyd stop 
$ service ofed-mic stop 
$ service openibd stop 

MPSS を停止します。 

$ service micras stop 
$ service mpss stop 
 
$ chkconfig micras off 
$ chkconfig mpss off 
 
$ service mpss unload 

 
３. MPSS をアンインストールします。 

1.で確認した MPSS のバージョンによって手順が異なります。 

(a) MPSS のバージョンが 2 で始まる場合 

$ yum remove --noplugins --disablerepo=* intel-mic¥* 
 
(b) MPSS のバージョンが 3 で始まる場合 

$ cd <MPSSパッケージを展開したディレクトリ>/mpss-3.2 
$ ./uninstall.sh 
$ yum remove mpss¥* 

 

ﾋﾝﾄ
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5-3-2. OFED のアンインストール 

同じ本体装置上で本製品と「NE3703-301/302 1/2port FDR InfiniBand HCA」を組み合わせて使用

していて OFEDをインストールしている場合は、以下のコマンドで OFEDをアンインストールしてく

ださい。 

 

$ cd <OFED-1.5.4.1パッケージを展開したディレクトリ名>/OFED-1.5.4.1 
$ sh uninstall.sh 

 

アンインストール手続きの中で、以下の選択をします。 

l Do you want to continue? [y/N]で y を入力します。 

 

5-3-3. SSH 認証情報の削除 

以下のコマンドで、本製品へ SSHでリモートログインするときの認証情報を削除します。 

 

$ ssh-keygen –R mic0 
$ ssh-keygen –R mic1 
$ ssh-keygen –R $HOSTNAME-mic0 
$ ssh-keygen –R $HOSTNAME-mic0 

 
 
5-3-4. MPSS のインストール 

「5-1-3. MPSS パッケージの準備」以降の手順に従い、MPSS をインストールします。 
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6. セットアップ手順 Windows 編 
 
次の手順に従って本製品のセットアップを行います。 
本製品を新規にセットアップする場合、本製品を増設/交換する場合で手順が異なりますのでご注意ください。 

 
 
本製品の新規セットアップを行う場合： 

6-1-1. 本製品の取り付け →37 ページ 
本体装置に本製品を取り付けます。 

 

6-1-2. Microsoft® .NET Framework のインストール →39 ページ 
本体装置に Microsoft® .NET Framework をインストールします。 

 

6-1-3. MPSS パッケージの準備 →39 ページ 
MPSS パッケージを準備します。 

 

6-1-4. MPSS のインストール →39 ページ 
本体装置に MPSS をインストールします。 

 

6-1-5. フラッシュのアップデート →40 ページ 
本製品上のフラッシュをアップデートします。 

 

6-1-6. Binutils のインストール →40 ページ 
本体装置に Binutils をインストールします。 

 

6-1-7. Micras サービスの開始 →40 ページ 
Micras サービスを開始します。 

 

6-1-8. 動作状態の確認 →41 ページ 
本製品が正常にインストールされているかを確認します。 

 

6-1-9. インテル® Xeon Phi™ コプロセッサー・プラットフ

ォーム・モニターの実行 
→41 ページ 

インテル® Xeon Phi™ コプロセッサー・プラットフォーム・モニターを設定し、動

作を確認します。 
 
 



 

– 35 – 

本製品を交換する場合： 

6-2-1. 本製品の交換 →42 ページ 
本体装置を交換します。 

 

6-2-2. フラッシュのアップデート →44 ページ 
本製品上のフラッシュをアップデートします。 

 

6-2-3. 動作状態の確認 →44 ページ 
本製品が正常にインストールされているかを確認します。 

 
 
本製品を増設する場合： 

6-3-1. 増設の前に →45 ページ 
オペレーティングシステムを再インストールします。 

 

6-3-2. 本製品の増設 →45 ページ 
本製品を増設します。 

 

6-1-2. Microsoft® .NET Framework のインストール →39 ページ 
本体装置に Microsoft® .NET Framework をインストールします。 

 

6-1-3. MPSS パッケージの準備 →39 ページ 
MPSS パッケージを準備します。 

 

6-1-4. MPSS のインストール →39 ページ 
本体装置に MPSS をインストールします。 

 

6-1-5. フラッシュのアップデート →40 ページ 
本製品上のフラッシュをアップデートします。 

 

6-1-6. Binutils のインストール →40 ページ 
本体装置に Binutils をインストールします。 

 

6-1-7. Micras サービスの開始 →40 ページ 
Micras サービスを開始します。 

 

6-1-8. 動作状態の確認 →41 ページ 
本製品が正常にインストールされているかを確認します。 

 

6-1-9. インテル® Xeon Phi™ コプロセッサー・プラットフ

ォーム・モニターの実行 
→41 ページ 

インテル® Xeon Phi™ コプロセッサー・プラットフォーム・モニターを設定し、動

作を確認します。 
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MPSS をアップグレードする場合： 

6-4-1. MPSS のアンインストール →47 ページ 
本体装置の MPSS をアンインストールします。 

 

6-1-3. MPSS パッケージの準備 →39 ページ 
MPSS パッケージを準備します。 

 

6-1-4. MPSS のインストール →39 ページ 
本体装置に MPSS をインストールします。 

 

6-1-5. フラッシュのアップデート →40 ページ 
本製品上のフラッシュをアップデートします。 

 

6-1-6. Binutils のインストール →40 ページ 
本体装置に Binutils をインストールします。 

 

6-1-7. Micras サービスの開始 →40 ページ 
Micras サービスを開始します。 

 

6-1-8. 動作状態の確認 →41 ページ 
本製品が正常にインストールされているかを確認します。 

 

6-1-9. インテル® Xeon Phi™ コプロセッサー・プラットフ

ォーム・モニターの実行 
→41 ページ 

インテル® Xeon Phi™ コプロセッサー・プラットフォーム・モニターを設定し、動

作を確認します。 
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6-1. 本製品の新規セットアップを行う場合 

6-1-1. 本製品の取り付け 

 
 
 

  

 

 

電源プラグを差し込んだまま取り扱わない 
本体装置に取り付ける際は、本体装置のユーザーズガイドをよくお読みになり、電源プラグをコ

ンセントから抜いて作業してください。また、ぬれた手で電源コードの抜き差しをしないでくだ

さい。故障の原因となるばかりか感電するおそれがあります。 
電源プラグはプラグ部をもって引き抜いてください。コード部分を持って引き抜くと、コードの

被覆が破損し、漏電や感電のおそれがあります。 
  

 
 
 

  

 

高温に注意する 
本体装置の電源を OFF にした直後は、装置内の部品が高温になっています。十分に冷めたこと

を確認してから取り付け／取り外しを行ってください。 
  

 

確実に接続する 
本体装置に取り付ける際は確実に接続してください。中途半端に取り付けると接触不良を起こ

し、発煙や発火の原因となるおそれがあります。 
  

 
 

次に示す手順に従って本製品を本体装置に取り付けます。 
 

１. 本体装置の電源が OFF (POWER ランプ消灯)になっていることを確認し、電源プラグをコンセ

ントから引き抜きます。 
 

 

n 本体装置の電源が ON (POWER ランプ点灯)になっている場合は、各オ

ペレーティングシステムの電源 OFF の処理を行った後、本体装置の電

源を OFF にしてください。 

 
２. 本体装置のユーザーズガイドに従って本体装置のカバーや部品を取り外します。 

 
３. 本体装置のユーザーズガイドに従って PCIスロットへ本製品を取り付けます。 

 

 

n 6 極電源コネクタと 8 極電源コネクタは、本体装置に付属の電源ケー

ブルで必ず両方とも本体装置と接続してください。 

 

 
 

n PCI Express カードの取り付け・取り外し方法、PCI スロットの位置

は本体装置により異なりますので必ず本体装置のユーザーズガイドを

お読みください。 

n 本体装置の PCI スロットにうまく本製品を取り付けられないときは、

いったん本製品を取り外してから取り付けなおしてください。過度の

力を加えると破損するおそれがありますので注意してください。 

 
４. 2.で取り外した本体装置のカバーや部品を取り付けます。 

 
５. 本体装置の電源コードをコンセントに接続します。 

警告 

注意

重要 

ﾁｪｯｸ

重要 
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６. 本体装置のユーザーズガイドに従って本体装置の電源を ON にし、オペレーティングシステム

を立ち上げます。 
 

７. オペレーティングシステム上で搭載した数だけ本製品が認識されていることを確認します。 

デバイスマネージャーを開き、「コプロセッサ」の表示数を確認します。 

 
 

 

n うまく認識されないときは、いったん本製品を取り外してから取り付

けなおしてください。過度の力を加えると破損するおそれがあります

ので注意してください。 
ﾁｪｯｸ
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6-1-2. Microsoft® .NET Framework のインストール 

本製品をご使用いただくには、Microsoft® .NET Framework 4.0 またはそれ以降のバージョンをイン

ストールする必要があります。Windows Update からインストールするか、または Microsoft ダウン

ロード センターからインストールパッケージを入手してインストールしてください。 
 

6-1-3. MPSS パッケージの準備 

１. MPSS パッケージを用意します。 

Software Stack DVD を用意するか、Web サイト(参照: 3-3. 最新版) から MPSS 3.2 パッケー

ジを入手します。 

 

n Software Stack DVD を使用する場合、別途USB 外付 DVD-ROM ドラ

イブが必要です。USB 外付 DVD-ROM ドライブがない場合、本体装置

のリモート KVM 機能で代用することもできます。リモート KVM 機能

の使用方法については、本体装置のユーザーズガイドを参照してくだ

さい。 

n 最新の MPSS をダウンロードして使用する場合、ユーザーズガイドは

その MPSS に対応するものを参照してください。 

 

 

 

n Software Stack DVD を使用する場合、MPSS パッケージは以下の場所

に格納されています。 

<DVD のパス>¥MPSS¥WIN2K8 

 

6-1-4. MPSS のインストール 

以下の操作は、全てオペレーティングシステム上の管理者権限で行ってください。 
 

１. アーカイブファイルを本体装置に展開します。 

用意した mpss-3.2-windows.zip を適当な場所に解凍します。 

２. MPSS インストーラを実行します。 

(1) 解凍されたフォルダーにある Intel(R) Xeon Phi(TM) coprocessor.msi ファイルをダブルク

リックして実行します。 

(2) インストーラの指示に従ってインストールを行います。 

ﾁｪｯｸ

ﾋﾝﾄ
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6-1-5. フラッシュのアップデート 

１. フラッシュをアップデートします。 

(1) 管理者権限でコマンドプロンプトを開きます。 

(2) 以下のコマンドで、全コプロセッサーが ready 状態であることを確認します。 

user_prompt> micctrl -s 
mic0: ready 
mic1: ready 

もし ready 状態でない場合、次のコマンドで ready状態にします。 

user_prompt> micctrl -r 
user_prompt> micctrl -s 
mic0: ready 
mic1: ready 

(3) 以下のコマンドで本製品上のフラッシュをアップデートします。 

user_prompt> micflash -update -device all 
 

２. オペレーティングシステムを再起動します。 

３. コプロセッサーを起動します。 

(1) 管理者権限でコマンドプロンプトを開きます。 

(2) 以下のコマンドで、全コプロセッサーを起動します。 

user_prompt> micctrl –-start 
 

6-1-6. Binutils のインストール 

１. Binutils インストーラを実行します。 

(1) MPSS インストーラを解凍したフォルダーにある Intel(R) Xeon Phi(TM) coprocessor 
essentials.msi ファイルをダブルクリックして実行します。 

(2) インストーラの指示に従ってインストールを行います。 

 

6-1-7. Micras サービスの開始 

１. Micras サービスを開始します。 

管理者権限でコマンドプロンプトを立ち上げ、次のコマンドでサービスを開始します。 

user_prompt> net start micras 

２. 起動時に Micras サービスが自動的に開始するように設定します。 

(1) 管理者権限でコマンドプロンプトを立ち上げ、以下のコマンドを実行します。 

user_prompt> services.msc 

(2) サービスの Intel(R) Xeon Phi(TM) Coprocessor Reliable Availability Serviceを右クリッ

クし、プロパティを選択します。 

(3) 全般タブのスタートアップの種類を自動に変更し、OK を押します。 
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6-1-8. 動作状態の確認 

本製品が正常に動作しているかどうかを確認します。コマンドプロンプトを開いて次のコマンドの

結果が Status: OK であれば正常に動作しています。正常に動作していない場合、「6-1-2. 
Microsoft® .NET Framework のインストール」以降のインストール手順を確認し、再度インストー

ルを行ってください。 

user_prompt> miccheck 
MicCheck 3.2.26787.0 
Copyright 2013 Intel Corporation All Rights Reserved 
 
Executing default tests for host 
  Test 0: Check number of devices the OS sees in the system ... pass 
  Test 1: Check mic driver is loaded ... pass 
  Test 2: Check number of devices driver sees in the system ... pass 
Executing default tests for device: 0 
  Test 3 (mic0): Check device is in online state and its postcode is FF ... pass 
  Test 4 (mic0): Check ras daemon is available in device ... pass 
Executing default tests for device: 1 
  Test 5 (mic1): Check device is in online state and its postcode is FF ... pass 
  Test 6 (mic1): Check ras daemon is available in device ... pass 
 
Status: OK 
 

 
6-1-9. インテル® Xeon Phi™ コプロセッサー・プラットフォーム・ステー

タス・パネルの実行 

MPSS に付属のインテル® Xeon Phi™ コプロセッサー・プラットフォーム・ステータス・パネル

(micsmc)を実行できるように設定します。 
 

１. Microsoft® Visual C++ 2008 SP1 再頒布可能パッケージ(x64)のインストール 

Microsoft Download Center から Microsoft® Visual C++ 2008 SP1 再頒布可能パッケージ(x64)
インストールパッケージを入手してインストールします。 

 
２. インテル® Xeon Phi™ コプロセッサー・プラットフォーム・ステータス・パネルの実行 

管理者権限でコマンドプロンプトを立ち上げ、インテル® Xeon Phi™ コプロセッサー・プラ

ットフォーム・ステータス・パネルを実行します。 

user_prompt> micsmc 
 

実行できることを確認できたら終了して構いません。 

 

 
図: Intel® Xeon Phi™ コプロセッサー・プラットフォーム・ステータス・パネル 
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6-2. 本製品を交換する場合 

6-2-1. 本製品の交換 

 
 
 

  

 

 

電源プラグを差し込んだまま取り扱わない 
本体装置に取り付ける際は、本体装置のユーザーズガイドをよくお読みになり、電源プラグをコ

ンセントから抜いて作業してください。また、ぬれた手で電源コードの抜き差しをしないでくだ

さい。故障の原因となるばかりか感電するおそれがあります。 
電源プラグはプラグ部をもって引き抜いてください。コード部分を持って引き抜くと、コードの

被覆が破損し、漏電や感電のおそれがあります。 
  

 
 
 

  

 

高温に注意する 
本体装置の電源を OFF にした直後は、装置内の部品が高温になっています。十分に冷めたこと

を確認してから取り付け／取り外しを行ってください。 
  

 

確実に接続する 
本体装置に取り付ける際は確実に接続してください。中途半端に取り付けると接触不良を起こ

し、発煙や発火の原因となるおそれがあります。 
  

 
次に示す手順に従って本製品を交換します。 

 

警告 

注意
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１. 本体装置の電源が OFF (POWER ランプ消灯)になっていることを確認し、電源プラグをコンセ

ントから引き抜きます。 
 

 

n 本体装置の電源が ON (POWER ランプ点灯)になっている場合は、各オ

ペレーティングシステムの電源 OFF の処理を行った後、本体装置の電

源を OFF にしてください。 

 
２. 本体装置のユーザーズガイドに従って本体装置のカバーや部品を取り外します。 

 
３. 本体装置のユーザーズガイドに従って本製品を交換します。 

 

 

n 6 極電源コネクタと 8 極電源コネクタは、本体装置に付属の電源ケー

ブルで必ず両方とも本体装置と接続してください。 

 

 
 

n PCI Express カードの取り付け・取り外し方法、PCI スロットの位置

は本体装置により異なりますので必ず本体装置のユーザーズガイドを

お読みください。 

n 本体装置の PCI スロットにうまく本製品を取り付けられないときは、

いったん本製品を取り外してから取り付けなおしてください。過度の

力を加えると破損するおそれがありますので注意してください。 

 
４. 2.で取り外した本体装置のカバーや部品を取り付けます。 

 
５. 本体装置の電源コードをコンセントに接続します。 

 
６. 本体装置のユーザーズガイドに従って本体装置の電源を ON にし、オペレーティングシステム

を立ち上げます。 
 

７. オペレーティングシステム上で搭載した数だけ本製品が認識されていることを確認します。 

デバイスマネージャーを開き、「システム  デバイス」配下の「 Intel(R) Xeon Phi(TM) 
coprocessor」の表示数を確認します。 

 
 

 

n うまく認識されないときは、いったん本製品を取り外してから取り付

けなおしてください。過度の力を加えると破損するおそれがあります

ので注意してください。 

 

重要 

ﾁｪｯｸ

ﾁｪｯｸ

重要 
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6-2-2. フラッシュのアップデート 

１. コプロセッサーを停止します。 

Administrator 権限でコマンドプロンプトを開き、以下のコマンドでコプロセッサーを停止しま

す。 

user_prompt> micctrl --stop 

２. フラッシュをアップデートします。 

(1) 以下のコマンドで全コプロセッサーが ready 状態であることを確認します。 

user_prompt> micctrl -s 
mic0: ready 
mic1: ready 

もし ready 状態でない場合、次のコマンドで ready状態にします。 

user_prompt> micctrl -r 
user_prompt> micctrl -w 
user_prompt> micctrl -s 
mic0: ready 
mic1: ready 

(2) 以下のコマンドで本製品上のフラッシュをアップデートします。 

user_prompt> cd C:¥Program Files¥Intel¥MPSS¥bin 
user_prompt> micflash -update -device all 

３. オペレーティングシステムを再起動します。 

４. コプロセッサーを再起動します。 

(1) 管理者権限でコマンドプロンプトを開きます。 

(2) 以下のコマンドで、全コプロセッサーを再起動します。 

user_prompt> micctrl –-start 
 

 
 
6-2-3. 動作状態の確認 

本製品が正常に動作しているかどうかを確認します。コマンドプロンプトを開いて次のコマンド

の結果が Status: OK であれば正常に動作しています。 

user_prompt> miccheck 
MicCheck 3.2.26787.0 
Copyright 2013 Intel Corporation All Rights Reserved 
 
Executing default tests for host 
  Test 0: Check number of devices the OS sees in the system ... pass 
  Test 1: Check mic driver is loaded ... pass 
  Test 2: Check number of devices driver sees in the system ... pass 
Executing default tests for device: 0 
  Test 3 (mic0): Check device is in online state and its postcode is FF ... pass 
  Test 4 (mic0): Check ras daemon is available in device ... pass 
Executing default tests for device: 1 
  Test 5 (mic1): Check device is in online state and its postcode is FF ... pass 
  Test 6 (mic1): Check ras daemon is available in device ... pass 
 
Status: OK 
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6-3. 本製品を増設する場合 

6-3-1. 増設の前に 

１. オペレーティングシステムを再インストールします。 

 

 

n MPSS をインストールした後にコプロセッサーを増設すると、オペレ

ーティングシステムが正常に動作しなくなることがあります。 

n コプロセッサーを増設する際はオペレーティングシステムを再インス

トールする必要があります 

n オペレーティングシステムを再インストールすることによりハードデ

ィスク内のデータおよびプログラムは消去されますので、消えては困

るデータがある場合には事前にバックアップをおとりください。 

 

6-3-2. 本製品の増設 

 
 
 

  

 

 

電源プラグを差し込んだまま取り扱わない 
本体装置に取り付ける際は、本体装置のユーザーズガイドをよくお読みになり、電源プラグをコ

ンセントから抜いて作業してください。また、ぬれた手で電源コードの抜き差しをしないでくだ

さい。故障の原因となるばかりか感電するおそれがあります。 
電源プラグはプラグ部をもって引き抜いてください。コード部分を持って引き抜くと、コードの

被覆が破損し、漏電や感電のおそれがあります。 
  

 
 
 

  

 

高温に注意する 
本体装置の電源を OFF にした直後は、装置内の部品が高温になっています。十分に冷めたこと

を確認してから取り付け／取り外しを行ってください。 
  

 

確実に接続する 
本体装置に取り付ける際は確実に接続してください。中途半端に取り付けると接触不良を起こ

し、発煙や発火の原因となるおそれがあります。 
  

 
次に示す手順に従って本製品を本体装置に増設または交換します。 

 
 

１. 本体装置の電源が OFF (POWER ランプ消灯)になっていることを確認し、電源プラグをコンセ

ントから引き抜きます。 
 

 

n 本体装置の電源が ON (POWER ランプ点灯)になっている場合は、各オ

ペレーティングシステムの電源 OFF の処理を行った後、本体装置の電

源を OFF にしてください。 

 
２. 本体装置のユーザーズガイドに従って本体装置のカバーや部品を取り外します。 

 

警告 

注意

重要 

重要 
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３. 本体装置のユーザーズガイドに従って本製品を増設します。 

 

 

n 6 極電源コネクタと 8 極電源コネクタは、本体装置に付属の電源ケー

ブルで必ず両方とも本体装置と接続してください。 

 

 
 

n PCI Express カードの取り付け・取り外し方法、PCI スロットの位置

は本体装置により異なりますので必ず本体装置のユーザーズガイドを

お読みください。 

n 本体装置の PCI スロットにうまく本製品を取り付けられないときは、

いったん本製品を取り外してから取り付けなおしてください。過度の

力を加えると破損するおそれがありますので注意してください。 

 
４. 2.で取り外した本体装置のカバーや部品を取り付けます。 

 
５. 本体装置の電源コードをコンセントに接続します。 

 
６. 本体装置のユーザーズガイドに従って本体装置の電源を ON にし、オペレーティングシステム

を立ち上げます。 
 

７. オペレーティングシステム上で搭載した数だけ本製品が認識されていることを確認します。 

デバイスマネージャーを開き、「コプロセッサ」の表示数を確認します。 

 
 

 

n うまく認識されないときは、いったん本製品を取り外してから取り付

けなおしてください。過度の力を加えると破損するおそれがあります

ので注意してください。 

 

6-3-3. MPSS のインストール 

「6-1-2. Microsoft® .NET Framework のインストール」以降の手順に従い、MPSS をインストールします。 

ﾁｪｯｸ

ﾁｪｯｸ

重要 
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6-4. MPSS をアップグレードする場合 

 

 

n 以下の記載では、お使いの MPSS を MPSS 3.2 にアップグレードする

手順について説明します。Web から最新版の MPSS をダウンロードし

てインストールする場合は、そちらに付属するマニュアルに従ってイ

ンストールしてください。 

n 本製品でサポートされる最新の MPSS については「3-3. 最新版」を参

照してください。 

 

6-4-1. MPSS のアンインストール 

既にインストールされている MPSS をアンインストールします。 
以下の操作は、全てオペレーティングシステム上の管理者権限で行ってください。 

 
１. MPSS を停止します。 

(1) 管理者権限でコマンドプロンプトを開きます。 

(2) 以下のコマンドで、MPSS を停止します。 

user_prompt> micctrl --stop 
 

２. Intel(R) Xeon Phi(TM) coprocessor をアンインストールします。 

(1) [スタート]ボタン、[コントロールパネル]を順にクリックし、[プログラム]セクションの[プ
ログラムのアンインストール]をクリックします 

(2) インストールされたプログラムの一覧から [Intel(R) Xeon Phi(TM) coprocessor 
essentials]を選択し、[アンインストール]をクリックします。 

(3) インストールされたプログラムの一覧から[Intel(R) Xeon Phi(TM) coprocessor]を選択し、

[アンインストール]をクリックします。 

 

３. MPSS フォルダーを削除します。 

C:¥Program Files¥Intel¥MPSS フォルダーを削除します。 

 

6-4-2. MPSS のインストール 

「6-1-3. MPSS パッケージの準備」以降の手順に従い、MPSS をインストールします。 

ﾋﾝﾄ
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7. 困ったときの処理 
 
 本製品をご使用される際の注意事項および困ったときの処理について、以下に記します。 
 該当する項目がある場合は、説明に従って正しく対処してください。 
 
7-1. 困ったときの処理 

・本体装置起動中にエラーメッセージが表示される 
 

本体装置に添付のユーザーズガイドを参照してエラーメッセージの内容を確認してください。 
本製品が取り付けられている PCI スロットに原因があると思われるときは、次の点について確認およ

び対処をしてください。 

n 本製品を取り付けた PCIスロットで異常が発生している場合 
→ もう一度しっかりと本製品を接続し直してください。 
 

 
 

n 以上の確認を行っても本体装置起動中にエラーメッセージが表示され

る場合は、いったん本製品を別の PCI スロットに取り付けた後、本体

装置を起動して自己診断プログラム｢POST｣の実行で異常がないこと

を確認してください。POST が正常に終了するようでしたら、本体装

置が故障していることが考えられます。本体装置を購入された販売店

または保守サービス会社にご連絡ください。 

 
・本製品が正常に動作しないとき 
 

本製品を取り付けた後、オペレーティングシステムやアプリケーションが正常に動作しなかったときは、

次の点について確認および対処をしてください。また、本体装置に添付のユーザーズガイドもあわせて

参照してください。 

n MPSS がお使いになっている本体装置にインストールされていますか？また、正しくセットアップ

されていますか？ 
→ ドライバのインストール状態や設定ファイルの内容をご確認ください。 

n 本製品やケーブルはしっかり接続されていますか？ 
→ もう一度しっかりと接続し直してください。 
 

 n 以上の確認を行っても本体装置が正しく動作しない場合は、い

ったん本製品を取り外した後、本体装置を起動して自己診断プ

ログラム｢POST｣の実行で異常がないことを確認してくださ

い。POST が正常に終了するようでしたら、本製品が故障して

いることが考えられます。本製品を購入された販売店または保

守サービス会社にご連絡ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

重要 

重要 
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